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存続・廃止振り分け方法について 

（客観的指標による区間別総合評価） 
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【議論いただきたいポイント】 

 

・区間別総合評価（存続候補・変更候補・廃止候補）の振り分け方法

について 

・必要性の評価結果（大中小）の振り分け方法について 
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１．客観的指標による区間別総合評価 

長野県「都市計画道路見直し指針（平成 18 年３月）」（以下、「県見直し指針」という。）に示

される「見直しの進め方」を参考として、都市計画道路の「必要性」、「代替性」、「実現性」の評

価結果を踏まえ、区間別総合評価（存続候補・変更候補・廃止候補）を実施する。 

 

１－１．第１回都市計画道路見直しにおける総合評価の考え方 

第１回都市計画道路見直し（平成 23 年３月）（以下、「第１回見直し」という。）では、下図

に示す手順に基づき、「存続候補」、「変更候補」、「廃止候補」の振分けを行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 【参考】見直し道路網（案）の設定手順（第１回見直し） 

出典：松本市「松本市総合都市交通計画 都市計画道路の見直し（平成 23 年 3 月）、P.42」 
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１－２．今回の都市計画道路見直しにおける総合評価の考え方 

県見直し指針に示される「見直しの進め方」を参考としつつ、第１回見直しにおける総合評

価の考え方を基本的に踏襲し、以下の手順により、区間別総合評価（存続候補・変更候補・廃

止候補）を実施する。 

 

▼ 客観的指標による区間別総合評価の手順（案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

検討の進捗状況 

第３回部会にて、必

要性の評価結果(修

正案)を確認 

 

今後の検討予定 

総合評価の結果を

踏まえながら、「必

要性の区分(高・中・

低)」を検討予定 

今後の検討予定 

現道の有無を含め、

代替機能有とする

基準を設定し、代替

性を評価 

検討の進捗状況 

第４回部会にて、実

現性の評価に使用

する「概算事業費の

算出結果」、「需給バ

ランスの分析結果

(現況)」を確認 

 

今後の検討予定 

実現性(事業性)の

評価及び、需給バラ

ンス分析(将来)を

実施し、実現性の観

点から課題を有す

る区間を抽出予定 

今後の検討予定 

必要性、代替性、実

現性の評価結果を

踏まえ、「総合評価」

を実施予定 

第４回部会

の主な提示

内容 
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表 客観的指標による総合評価の分類と考え方 

総合評価の分類 総合評価の考え方 

① 存続候補 
・必要性が高く、周辺に機能を代替する道路がない。 

・実現性に課題がないことから、「存続候補」とする。 

② 変更候補 
・必要性が高く、周辺に機能を代替する道路がない。 

・実現性に課題があることから、「変更候補」とする。 

③ 廃止候補 
・必要性が高いが、周辺に機能を代替する道路がある。 

・既存ストック活用の観点から、「廃止候補」とする。 

④ 存続候補 
・必要性は中位で、周辺に機能を代替する道路がない。 

・実現性に課題がないことから、「存続候補」とする。 

⑤ 変更候補 
・必要性は中位で、周辺に機能を代替する道路がない。 

・実現性に課題があることから、「変更候補」とする。 

⑥ 廃止候補 
・必要性は中位だが、周辺に機能を代替する道路がある。 

・既存ストック活用の観点から、「廃止候補」とする。 

⑦ 変更候補 

・必要性が低く、周辺に機能を代替する道路がない。 

・実現性に課題がないが、必要性が低いことから、廃止の検討も含めた 

「変更候補」とする。 

⑧ 廃止候補 
・必要性が低く、周辺に機能を代替する道路がない。 

・実現性に課題があることから、「廃止候補」とする。 

⑨ 廃止候補 
・必要性が低いが、周辺に機能を代替する道路がある。 

・既存ストック活用の観点から、「廃止候補」とする。 

⑩ 廃止候補 ・必要性がないことから、「廃止候補」とする。 

 

表 見直しの分類の定義 

分類 定義 

存続候補 現計画のまま存続することが望ましいと考えられる区間。 

変更候補 
幅員変更や交差点部等の変更、部分的なルート変更等を行うことが望ましいと考えられ

る区間。 

廃止候補 
道路の必要性が低い、代替性がある、実現性に問題があるため、現計画の廃止を含めた

方向で検討を行うことが望ましいと考えられる区間。 

 


